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写真１／第 2回（1966 年）「横浜市 

こどもの美術展」を開催中 
 

アート散歩 vol.5 横浜能楽堂見学レポ 
1 月 20 日（日）14 時～ 市民ギャラリー１名、ボランティア 14 名 

 

 
 

 

新しく市民ギャラリーとなる西区の「いせやま会館」を見学した

後、会館から徒歩 10 分ほどの距離にある横浜能楽堂に向かいまし

た。能楽堂の本舞台は加賀藩前田家の舞台として東京・根岸に建て

られ、後に東京・染井の松平家に譲られ、「染井能舞台」として親し

まれました。東京大空襲にも焼けずに残り、後の能楽復興の拠点と

なったそうです。その後、解体・保存されていたものが横浜市に寄

贈され、横浜能楽堂となりました。今回はスタッフの熊谷さんに解

説をいただき、通常、観客は立ち入ることができない本舞台での幕

上げを体験させていただいたり、炭火をおこした火鉢の周りで大鼓の

皮を乾かす「焙じ室」を見学したり、感銘を受けることの連続でした。 

新しい市民ギャラリーの近くに、こうした素晴らしい能楽堂があ

るのは嬉しい発見でした。皆さんも、日本の伝統的な仮面劇である

「能・狂言」を楽しんでみませんか。     （新藤 洋・柴山昌子） 

●所在地：横浜市西区紅葉ケ丘 27-2 （TEL：045-263-3055） JR／市営地下

鉄線・桜木町駅徒歩 15 分、京急線・日ノ出町駅徒歩 18 分、みなとみらい線・

みなとみらい駅徒歩 20 分 ●見学無料（有料の催しがある場合はチケットを

お持ちの方のみ見学可。電話で事前確認を。） ●休館日：12 月 29 日～1 月 3
日及び月に 1、2 回の施設点検日あり。 ●開館時間：9:00～20:00  

●●ハマキッズ・アートクラブ ●● 

子どもたちの創造力を育み、集中力を養う造形プログラム 

紙で民族衣装を作って着よう！  

 

 
１
月
19
日
（
土
）、
専
門
学
校
「
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
ツ
東
京
」
の
講
師
で
、
色
彩
学
、
デ
ッ

サ
ン
、
美
容
文
化
論
を
担
当
さ
れ
て
い
る
堀

篤
子
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
４
～
８
歳
の

31
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
紙
を
使
っ
た
服

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
世
界
の

民
族
衣
装
に
つ
い
て
勉
強
し
、
い
よ
い
よ
服

作
り
。
ク
ラ
フ
ト
紙
で
服
の
型
紙
を
切
り
出

し
、
和
紙
な
ど
を
使
っ
て
襟
、
袖
、
帯
、
模

様
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。 

大
胆
に
進
め
る
子
、
細
か
い
こ
と
か
ら
進
め
る
子
、
取
り
か
か
る
ま
で
時

間
が
か
か
る
子
な
ど
様
々
。
最
初
は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
集
中
し
て
い
た
子

ど
も
た
ち
も
、
だ
ん
だ
ん
疲
れ
が
見
え
始
め
ま
し
た
が
、
保
護
者
や
ス
タ
ッ

フ
の
励
ま
し
で
頑
張
り
、
服
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
２
時
間
ほ
ど
の
工
作
の

後
、
出
来
上
が
っ
た
衣
装
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
を
開
催
。
ド
レ
ス
に

ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
ポ
ー
ズ
、
戦
士
風
の
衣
装
に
剣
を

か
ま
え
て
ポ
ー
ズ
と
、
大
変
だ
っ
た
作
業
も
忘
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
モ
デ

ル
・
ウ
ォ
ー
ク
に
大
喜
び
で
し
た
。 
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昭和 39（1964）年 4 月、桜木町駅前にあった旧中区役所跡を利用して横浜市民ギャ

ラリーが開設されました（写真１）。当時の飛鳥田一雄市長が「子どもを大切にする市

政」を打ち出し、子どものための文化的な活動が始められないだろうかと、市民ギャ

ラリー初代館長山田今次さんに相談。詩人でもあった山田館長は現代美術の作家さん

たちとの交友もあり、彼らが常に子どもの創造力を高く評価していたことから、子ど

ものための無審査の“アンデパンダン展”をと考えたのが、今日まで続いてきた「横

浜市こどもの美術展」です。 
昭和 49（1974）年 7 月、ギャラリーは現在の教育文化センターに移転し（写真２）、

展示場として美術・書道家等の団体に年間を通して開放され、また市民や子どもたち

のための美術教室などが開かれてきました。収蔵品による「コレクション展」、活躍さ

れている作家や活躍するであろう作家を中心とした「今日の作家展」等が企画され、

ギャラリーで紹介されたことをきっかけに活躍している作家も少なくありません。現

在では年間 50 万人もの人々が訪れる、市民の大切な施設となっています。 
半世紀近くにわたり親しまれてきた市民ギャラリーですが、今回、建物の老朽化に

より地震等への安全確保が難しいと判断され、西区宮崎町の

「いせやま会館」（旧横浜市職員厚生施設）へ移転すること

になりました（写真３）。今後、いせやま会館の改修整備には

1 年半ほどかかり、その間は一時休館となりますが、皆さん、

横浜市民ギャラリーを忘れないでください。 
現ギャラリー  平成 25（2013）年 3 月末閉館 
新ギャラリー  平成 26（2014）年秋頃開館予定 
※いせやま会館への地図は裏面をご参照ください。 
休館中の仮事務所：〒231-0023  
横浜市中区山下町２番地 産業貿易センタービル１F 
Tel・Fax・ホームページアドレスに変更はありません。 

文：小笠原タカコ 写真２・３：鈴木通弘 

写真２／現在の横浜市民ギャラリー 

写真３／いせやま会館の正面玄関（現在の様子） 
 

http://www.yaf.or.jp/ycag/



	ボランティア通信6XP3校.pdf
	img-220111919

